
本年も宜しくお願いいたします

教会委員長　岩渕 英介

少し遅くなりましたが、改めまして今年も宜しく御願いいたします。

毎年信徒大会を迎えると一年が過ぎたなと感じます。この広報が発行される頃には、既に今年の信徒大会
も開催されていると思います。新しい体制になって、新しい目標に向けて気持ちを新たに踏み出すスタート
の日として大事な集まりです。本来は委員長としての任期二年間を過ぎ、新しい方に交代して新体制でのス
タートとなるはずでした。しかし、皆様ご承知の通り、現在教会建物の再建という大きな事業が進みつつあり、
これまで責任者としてこれに関わってきた経緯もありますので、乗りかかった船ということであと一年やら
せて頂くこととなりました。

二年前に委員長としての抱負を申し上げた時に、課題として教会の建物について考えて行かねばならない
こと、今後の高齢化に備えものごとの進め方をできるだけシンプルに分かり易く改善していき、だれでも交
代して教会活動に奉仕していけるようにすべきこと、外部への活動を活発化して中和田教会が宣教の拠点と
して地域の中でもっと見えるようにしていくべきこと、私の次の委員長としては是非初の女性委員長を誕生
させたいこと等をあげました。少しずつ進んでいることもありますし、全く手つかずのこともあります。こ
れからも皆様と一緒にターゲットの実現に向けて一歩一歩進んでいきたいと思っております。

昨年一年間、色々なことがありました。伝える、祈る、証しするという教会の基本的な活動をベースに、
日野神父様の金祝、建物再建の検討、バザーや各種イベント等々さまざまなことが着実に進められてきまし
た。皆で力を合わせて和やかな雰囲気でものごとを進めて行く中和田教会の良い面がいかんなく発揮された
一年だったと思います。皆様の日頃の御努力と御尽力に心からお礼申し上げますとともに、多くの課題を抱
えたこの一年を力を合わせて乗り切っていけるよう、今後とも御協力のほど宜しくお願い申し上げます。

末筆ながら、皆様の御健勝と御多幸を心からお祈り申し上げます。

教
会
ご
よ
み
（
二
月
）

　2017 年 2 月
広 報 　なかわだ

中和田カトリック教会
広報委員会

第４４１号
泉区中田北 1 丁目 9-1   Tel. （045） 803-6141

http: / /nakawada-cathol ic.com2017 年 2 月 5日

－ 1 －

日 曜 典　礼（ミ　サ） 備　　　　考 そ　の　他

　２ 木 祝日ミサ (9:30) 主の奉献［祝］

　３ 金 初金ミサ (9:30) 初金

　５ 日 主日ミサ (9:00) 年間第５主日（日本２６聖人殉教者祝日）

　８ 水 聖書の会 (10:00)

１０ 金 週日ミサ (9:30)

１１ 土 横浜教区典礼研修会

（於藤沢教会）

１２ 日 主日ミサ (9:00) 年間第６主日 教会委員会

１５ 水 聖書の会 (10:00)

１７ 金 週日ミサ (9:30)

１９ 日 主日ミサ (9:00) 年間第７主日 みんなの会

２２ 水 祝日ミサ (9:30) 聖ペトロの使徒座［祝］ 聖書の会 (10:00)

２４ 金 週日ミサ (9:30)

２６ 日 主日ミサ (9:00) 年間第８主日　子どもミサ



－ ２ －

～ 中和田の風 ～

定年後、何年ぶりかに朝の通勤・通学の時間帯に電車に乗り合わせることになった。

もう二度と通勤電車に乗ることはないと思っていたので、少し緊張しながら列に並んで車内に入る。何とか無事乗

り込めた安心感でホットした瞬間、ゴットンと音をたてて電車は走り出した。

　車内は満員状態だった。ふと周囲の状況を見回すと、立っている人、座席にすわっている人の、ほぼ全員が申し

合わせたように目線を下方４５度にむけて、黙々とスマホや携帯の画面とにらみ合っている。

　何だこれは？私は一種異常な世界に迷い込んだ不思議の国アリスのような感じがした。（ここは北朝鮮かい！）い

くらなんでも、ここまで人と同じことをやらなくてもいいんじゃないの？

　皆、目的地の駅までの所要時間を、一所懸命スマホでゲームをしながら時間をつぶしている。面白いゲームが開

発されていて、色々な水玉模様や星型をしたもの、あるいは漫画のキャラクターが活躍するようなものなど、他者

には目もくれずゲームに没頭している。中にはメールを見ている人も数人はいるみたいだ。

　近頃、６０歳以上の年配者がスマホを使っているのを多く見かけるようになった。私のところにもこの間、自分

が使っている携帯電話会社から若いお姉さんの声で電話がかかって来た。

「もうこの携帯長くお使いですよね！最近とても簡単で高齢者にも便利に使えるスマホが出来たんですよ。画面を指

で軽く撫でるだけ、解らない事があったらインターネットで何でもすぐに調べられ、音声検索もオッケーです。写

真もすごく鮮明に撮れますよ、それに面白いゲームがいっぱいですし、ＧＰＳもついてます。一度使ってみてくだ

さい。人生変わりますよ！」とセールスされた。

・・・ん！人生変わるの？私は一瞬考えて、少し気になったことを聞いてみた。

「ＧＰＳはなぜ必要なんだ？おれはまだ街を歩いていて迷子になったことはないぞ！」

「いいえお客様、これはスマホを紛失した時、場所を特定できる装置です」

「それに、人生変わるって本当なのか？」

「ハイ、このスマホを買われたお客様が皆そう申されております」

むむむ・・・少し考えてから、

「私はインターネットをやりませんので結構です」

と携帯の電源を切った。

　電話も今やスマホの時代になりました。スマホに依存している人達は大勢います。だがスマホから得られる情報は、

必ずしもその道の権威者や専門家の正しい意見とは限りません。全面的に信用するのは危険であるといわれていま

す。有害なものもたくさんあります。

　色々な悲しい事件もおきています。特に子供たちや青少年のネット依存や、ネットの被害から守ってあげること

が一番大切なことだと思っています。安心して楽しめる安全なネット社会をどう作っていけるかが、強く求められ

ている時代だと思います。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ( 小林 展樹 )

「スマホはパンドラの箱？」

広報部では心の交流を図るため、「中和田の風」に皆様の投稿やインタビュー記事を載せてまいりましたが、今年

度から新たに「聖書のみ言葉」をもとに皆様の思いや願いを表現していただく場を提供していきたいと思います。

聖書は、皆様一人ひとりにとって信仰のきっかけであったり、励ましの言葉であったり、人生の道標としての役

割を持っていると思われます。

また、み言葉の感じ方は人それぞれにあり、色々な読まれ方をしていると思われます。若い方は、これからの人

生のヒントとして捉えたり、熟年の方は、思い出を振り返り聖書のみ言葉を重ね合わせたりすることもあるでしょ

う。そんな皆様の「聖書のみ言葉」をエピソードなども交えながら、お話しするような感じで紹介してくださる

ことを願っています。どうぞ、お気軽に投稿してください。また、引き続き「中和田の風」も掲載しますので、

よろしくお願い致します。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （武田 幸子）

＜ 心 に 響 く 聖 書 の み 言 葉 ＞ の 原 稿 募 集 の お 知 ら せ



二 十 歳 に な っ て 思 う こ と

－ 3 －

成 人 式 の お 祝 い 、 お め で と う ご ざ い ま す

　このたび成人を迎え、皆様から沢山のお祝いのお言葉をいただき、本当にうれしい気持ちでいっぱいです。ここ

まで自分を育ててきてくれた両親、成長を温かく見守り続けてくださった中和田教会の皆様、今まで自分が関わっ

てきたすべての方々に、お礼と感謝の言葉を伝えたいです。本当にどうもありがとうございました。今回成人を迎

えるにあたって、私はこれからの自分の将来への大きな迷いと不安が高まると同時に、これからの人との出会いや

自分の人生というものに対して、とてもわくわくしています。

　私はこの二十年間を過ごし、自分の中の価値観や考え方を変えるような沢山の経験をしてきました。とくに大学

生になってからは、沢山の出会いのあふれた自由な空間へと変わり、今までのように誰かに頼ったり、決めてもらっ

たりするのではなく、自分で考え、自分から行動をしていかなければならないということに、最初はかなりの戸惑

いがありました。でもそれは、これから大人になり、生きていくうえで大切なことなのだと思い、それを受け入れ、

自分の人生というものを真剣に考えるようになりました。自分の道を自分で選び、歩ん

でいかなければならないということは、本当に難しいことだと思います。まだ今の私に

は、胸を張って働き、幸せな毎日を送っている姿は全く想像もできません。でも私は自

分の中で決めたことがあります。それは、後悔のないように一日一日を過ごすこと。そ

して、自分の気持ちに正直になることです。自分のやりたいこと、興味のあることはど

んどん挑戦していき、あとから振り返った時に後悔のないような時間を過ごしていきた

いです。そして、誰かに決められるのではなく、自分がどうしたいのか、何を考えたか

を大切にし、自分の気持ちに正直に動いていきたいです。まだまだ未熟で沢山失敗する

こともあると思いますが、一歩一歩進んでいきたいと思います。	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 （森脇 真美）

１月８日に、成人の祝いのミサが行われました。今年成人になられる方は５名ですが、当日は石井築雄さんが出

席されました。ミサの中で日野神父様から、お祝いの言葉が述べられ、記念品が渡されました。緊張感のある若人

の羽ばたきに、中和田教会の将来の希望を感じて喜びの拍手でお祝いしました。ミサの後は、新集会室でお祝いの

茶話会を開きました。

　今年新成人になられた方は、次の方々です。おめでとうございます！（敬称略）

バウリーノ　　　　　　　石井　築雄

フランシスコ・アシジ　　内田　臨太郎

クララ　　　　　　　　　関口　佑子

トマス・アクィナス　　　谷　　隆志

ベルナデッタ　　　　　　森脇　真美　



＜
1
月
15
日
（
日
）
10
名
出
席 ＞

■
日
野
神
父
様
の
お
話

・
新
し
い
年
に
な
っ
て
初
め
て
の
委
員
会

で
す
。
委
員
や
委
員
長
の
改
選
も
あ
り

ま
す
が
、
今
年
は
教
会
の
再
建
に
向
か
っ

て
、
皆
さ
ん
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
朝
も
エ
プ
ロ
ン
会
の
方
々
が
朝
早
く

か
ら
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

●
み
ん
な
の
会
（
今
井
）

・
12
月
ク
リ
ス
マ
ス
祝
賀
会
、
１
月
成
人

の
祝
い
は
行
事
部
と
と
も
に
サ
ロ
ン
に

コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
ま
し
た
。
ま
た
９
月

以
降
は
エ
プ
ロ
ン
会
と
独
立
し
た
日
程

が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、
２
月
に
は
例

会
を
開
い
て
「
み
ん
な
の
会
」
に
つ
い

て
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
。

●
行
事
（
横
塚
）

・
み
ん
な
の
会
に
大
変
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
日
程
に
つ
い
て
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
や
ご
復
活
祭
は
良
い
が
、
敬
老

の
祝
い
や
成
人
の
祝
い
に
つ
い
て
は
、

他
の
会
合
と
日
が
重
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
か
っ
た
。
成
人
の
祝
い
の
茶
話

会
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
の
出
席
が
少

な
い
の
で
検
討
課
題
で
あ
る
。

●
総
務
（
小
山
（
恭
））

・
２
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

・
掃
除
の
１
Ｇ
は
、
第
１
土
曜
日
の
前
日

が
初
金
の
時
は
、
そ
の
日
（
初
金
）
に

掃
除
を
す
る
。

・
教
会
現
勢
報
告
書
の
確
認

・
事
務
所
の
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
を
各
部
で
点

検
し
て
ほ
し
い
。

●
広
報
（
武
田
）

・
原
稿
依
頼
（
締
切
１
月
25
日
）

●
建
物
・
営
繕
（
五
十
嵐
）

・
香
部
屋
の
エ
ア
コ
ン
が
不
調
な
の
で
、

調
べ
る
。

●
福
祉
（
阿
部
）

・
12
月
に
大
阪
の
「
旅
路
の
里
」
に
毛
布

を
送
っ
た
。
毛
糸
の
帽
子
を
横
浜
教
区

A
O
C

（
船
員
司
牧
）に
送
っ
た
。
米
、み
そ
、

バ
ザ
ー
の
残
品
を
戸
塚
教
会
に
送
っ
た
。

●
要
理
（
硲
）

・
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
み
ん
な
の
会
の
ご

協
力
で
楽
し
く
過
ご
し
た
。

・
ミ
サ
の
献
金
奉
納
は
幼
児
が
行
っ
て
い

る
が
、
席
に
戻
る
時
に
奉
納
の
方
と
一

緒
に
戻
る
よ
う
に
し
た
い
。

●
財
務
（
甲
斐
）

・
２
０
１
６
年
度
の
一
般
会
計
、
建
設
会

計
と
愛
の
献
金
会
計
の
各
予
算
と
決
算

の
確
認
を
し
た
。

・
２
０
１
７
年
度
の
予
算
の
検
討
を
し
た
。

●
典
礼
（
小
山
（
恭
）
代
理
）

・
典
礼
委
員
は
、
小
野
（
雅
）
さ
ん
が
当

面
留
任
す
る
。

・
１
月
～
３
月
の
典
礼
ご
よ
み
確
認

・
３
月
１
日
の
灰
の
水
曜
日
に
向
け
て
、

２
月
５
日
か
ら
枝
を
持
っ
て
き
て
い
た

だ
く
。

・
聖
週
間
に
行
う
「
黙
想
会/

ゆ
る
し
の
秘

跡
」
は
、
日
野
神
父
様
が
休
暇
で
お
留

守
に
な
る
の
で
、
３
月
26
日
に
牧
山
神

父
様
が
行
わ
れ
る
。

・
２
月
11
日
に
、
横
浜
教
区
典
礼
研
修
会

が
藤
沢
教
会
で
行
わ
れ
る
の
で
、
参
加

者
は
申
込
用
紙
に
記
入
の
こ
と
。

■
そ
の
他
報
告

・
月
修
資
料
が
配
布
さ
れ
た
。

・
神
父
様
が
、
休
暇
で
イ
タ
リ
ア
に
３
月

21
日
～
29
日
ま
で
行
か
れ
る
予
定
。

■
討
議
事
項

・
グ
ル
ー
プ
編
成
の
変
更
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
た
。
要
理
と
宣
教
は
、
分
離
す
る
。

・
委
員
長
は
、
１
年
間
は
岩
渕
委
員
長
が

留
任
す
る
こ
と
に
決
定
。
岩
﨑
副
委
員

長
に
は
、
岩
渕
委
員
長
か
ら
留
任
の
打

診
を
す
る
。

・
２
０
１
７
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
、
振

込
制
を
導
入
す
る
。
も
ち
ろ
ん
献
金
袋

も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
使
用
可
能
。
そ
の

際
、
献
金
袋
ま
た
は
振
込
用
紙
の
発
行

対
象
を
世
帯
宛
に
す
る
か
個
人
宛
に
す

る
か
を
決
定
し
た
い
の
で
、
信
徒
大
会

に
諮
る
。

・
信
徒
大
会
に
つ
い
て
の
分
担
等
を
決
め

た
。		

	
	

以
上

（
次
回
委
員
会　

2
月
12
日
）

－ ４ －

委
員
会
だ
よ
り

（
文
中
敬
称
略
）

編
集
後
記

			

２
０
１
２
年
に
広
報
委
員
を
仰
せ
つ
か
っ

た
時
、
投
稿
が
な
か
な
か
頂
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
の
で
、
そ
れ
で
は
こ
ち
ら

か
ら
お
話
を
伺
う
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
と

始
め
た
の
が
「
中
和
田
の
風
」
で
す
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
応
え
頂
き
ま
し
た
39
名

の
方
々
に
加
え
、
10
名
の
方
に
投
稿
頂
き

総
勢
49
名
に
登
場
し
て
頂
き
ま
し
た
。（
う

ち
外
部
教
会
２
名
）
当
初
50
名
を
目
指
し

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
ほ
ぼ
目
標
は
達
成

さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
協

力
頂
い
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
す
る
中
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
よ
り
書
く
方
が
良
い

と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
予
想
外
に
多
く
10
名

も
の
方
に
投
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後

も
皆
様
の
教
会
に
対
す
る
思
い
や
信
仰
を

分
か
ち
合
う
場
と
し
て
大
い
に
「
中
和
田

の
風
」
に
投
稿
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
関
し
て
は
、
お
応

え
頂
け
る
方
が
あ
る
場
合
に
の
み
お
話
を

伺
い
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
自
薦
、
他
薦

を
問
わ
ず
広
報
グ
ル
ー
プ
に
ご
一
報
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
今
井 

暁
子
）


